
配布先：農政クラブ、農林記者会、林政記者クラブ、筑波研究学園都市記者会 

PRESS RELEASE
（2023/7/5）

報道関係者各位 

遮断蒸発が下流に及ぼす影響を評価
－森林に特徴的な現象が洪水を大きく左右する－

ポイント 

・森林に降った雨が樹木に遮られ、地面に到達せずに蒸発する現象を遮断蒸発と呼びます。 

・遮断蒸発が森林からの水の流出に及ぼす影響について調べました。

・遮断蒸発は洪水流出を減らすことが示唆されました。

・本研究成果で用いた手法や得られた知見は、流域ごとの森林の洪水緩和機能の評価をよ

り実情に合わせることに貢献します。

概要 

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所、国立大学法人東京大学、国立大学法人静

岡大学の研究グループは、森林に特徴的な遮断蒸発と呼ばれる現象が洪水時の水流出を減らし得

ることを明らかにしました。 

遮断蒸発は森林に降った雨が樹木に遮られ、地面に到達せずに蒸発する現象です。わが国の森林

では降ってくる雨の10～30％程度が遮断蒸発として失われます。そうした中で、遮断蒸発が森林流

域からの水流出を予測する際にどのように、どれほど影響するのかはよく分かっていませんでし

た。そこで、新たに開発した遮断蒸発モデルを流出予測モデル＊1へ組み込み、遮断蒸発の推定方法

の違いが流出予測に及ぼす影響を検討するとともに、推定方法の妥当性について試験流域におけ

る観測データを利用して検証しました。その結果、洪水時の日流出量の再現性が良いのは遮断蒸発

が降雨に比例して増加し続ける場合であることがわかり、このことは遮断蒸発が洪水時の水流出

の減少につながることを示していると考えられます。また、今後の遮断蒸発に関する研究の進展に

よ って森林がもつ洪水緩和機能の評価技術を高められることがわかりました。こうした技術は洪

水リスク評価の高度化にも繋がります。

本研究成果は、2023年6月21日にJournal of Hydrology誌でオンライン公開されました。

背景 

森林流域に降った雨は河川等へ流れ出ることにより私たちの暮らしにも深く関わります。こう

した雨は下流へ全て流れ出るわけではなく、そのうちいくらかは蒸発し、大気中へと失われること

になります。こうした水を蒸発散と呼びます。蒸発散は植物が根から吸い上げた水を蒸散として葉

から放出したり、地面から直接蒸発したりするのみならず、雨水が葉や幹などに付着し、地面に到

達することなく蒸発することでも起こり、これを遮断蒸発と呼びます。 

国土の約７割が森林に覆われているわが国において洪水や渇水の被害を防ぐには、森林流域か

らの水流出ならびに森林管理および土地利用変化に伴う水流出の変化を正確に予測する必要があ

ります。こうした中で遮断蒸発は日本の森林においては降水の 10～30％にも達するとされますが、

メカニズムにも依然不明な点は多く、遮断蒸発量の計算にあたっての仮定も様々なものが考えら

れています。しかしながら、遮断蒸発、特にその推定に際しての仮定が河川への流出の予測に最終

的に及ぼす影響についてはまだよく調べられていませんでした。
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内容 

まず、遮断蒸発が水流出に及ぼす影響を調べるにあたって、植生に付着し蓄えられる水の量で遮

断蒸発量が完全に決まり、日降雨量の増加に対して遮断蒸発量が頭打ちになるとした場合（貯留

型）と、遮断蒸発量が頭打ちにならず、遮断蒸発量が降雨量に比例し増え続けるとした場合（比例

型）の両者を表現できる遮断蒸発モデルを新たに開発しました。そして、この遮断蒸発モデルを森

林流域からの水流出を予測するモデルに組み込み、神奈川県大洞沢試験地で東京大学が取得した

観測データを用いて検証を行いました。 

その結果、観測された日流出量および数週間から数か月単位の遮断蒸発を良く再現するモデル

は比例型であるという結果が得られました。また、遮断蒸発モデルの仮定の違いは洪水時に大きく

表れ、遮断蒸発について比例型を仮定した場合は貯留型を仮定した場合に比べて洪水時の水流出

が小さく予測されることになりました。観測結果を良く再現する比例型は降雨量に対して頭打ち

しない仮定となりますので、遮断蒸発の増加が洪水流出の軽減につながり得ることが示されまし

た。 

今後の展開 

地球温暖化に伴う気候変動によりわが国においても豪雨や台風による被害が甚大になることが

懸念される中で、森林による遮断蒸発には洪水を軽減する作用があることが分かりました。遮断蒸

発は森林施業によっても変化しますが、もし森林管理によって遮断蒸発をある程度調整すること

ができれば、適切な森林管理により洪水被害の軽減に森林が貢献できる可能性があります。 

なお、本研究では、森林からの日流出量および数週間から数か月単位の遮断蒸発を基に検討を行

いました。より細かい時間解像度で遮断蒸発を観測すると小雨の場合や降り始めはほとんどの雨

図. 森林流域における水循環の模式図（左）、比例型および貯留型の遮断蒸発モデルの概念図

（右上段）ならびに遮断蒸発モデルの仮定の差に伴う流出予測の変化（右下段） 

 右下段の図では、観測値に基づいた最適化から得られる比例型の遮断蒸発モデルを用いて予

測した流出量と、そこから遮断蒸発モデルのみを貯留型にした流出量を比較しました。洪水時

には遮断蒸発モデルの違いが流出量の違いに大きく現れており、観測した流出を良く再現する

比例型の遮断蒸発モデルを用いると貯留型を用いた場合より洪水流出が小さくなります。 



- 3 -

が遮断蒸発になるとされていますが、比例型の仮定はこうした現象を再現することはできません。

実際の遮断蒸発がどのように起こっているのか、遮断蒸発が気候変動などによりどの程度変化す

るのか、他の森林ではどうなるのかといったことを解明するにはより詳細な検討が必要になりま

すが、本研究で開発した手法はこれらの研究にも活用できます。 

論文 
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用語解説 

＊1 モデル 

本報では主に計算機を用いてある理論や仮定に基づいて必要な要素を推測する手法としてこの言
葉を利用しています。例えば遮断蒸発モデルは遮断蒸発量を推測するための手法です。 

お問い合わせ先 

【研究に関するお問い合わせ】 

森林総合研究所 森林防災研究領域 水保全研究室 

任期付研究員 籾山寛樹 

【報道に関するお問い合わせ】 

森林総合研究所 企画部広報普及科広報係 

Tel：029-829-8372 E-mail：kouho@ffpri.affrc.go.jp 


